
 令和６年度 

シラバス 

教科・科目 情報・情報Ⅰ 単位数 ２ 

 

学年・クラス  １学年 （ 必修 ・ 選択 ） 担 当 者 保坂剛史、中根孝浩（遠隔） 

使用教科書 情報Ⅰ NEXT（数研出版） 

使用副教材 情報Ⅰ NEXTサポートノート（数研出版） 

目 標 

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動を通して，問題の

発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し，情報社会に主体的に参画するための資質・能力を次の

とおり育成することを目指す。 

（1）効果的なコミュニケーションの実現，コンピュータやデータの活用について理解を深め技能を習得するととも

に，情報社会と人との関わりについて理解を深めるようにする。 

（2）様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活

用する力を養う。 

（3）情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画する態度を養う。 

学習のポイント 

（1）オリエンテーション時に示す「授業のルール」を守り、積極的に授業に取り組んでください。 

（2）授業に関するワークシートや課題プリントを配布します。配布物を整理するために、ファイルを必ず用意してく

ださい。 

（3）情報Ⅰでは、単に情報活用能力を身につけるのではなく、情報に関わる様々な事象や今日話題になっている問題

などを取り上げ、授業を行っていきます。積極的に授業に参加してください。 

（4）この科目では、情報に関わる諸問題を取り上げ、その問題解決に向けた思考・判断・表現や解決に向けて主体的

に取り組む様子等を見ていきます。授業内容への興味・関心を高め、授業に前向きに取り組んでもらえることを期

待します。 

評価規準（観点別達成目標・評価項目） 

評価の観点 ① 知識・技能 ② 思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度 

観点別達成目標 

効果的なコミュニケーションの

実現、コンピュータやデータの

活用について理解し、技能を身

につけているとともに、情報社

会と人との関わりについて理解

している。 

事象を情報とその結び付きの視

点から捉え，問題の発見・解決

に向けて情報と情報技術を適切

かつ効果的に用いている。 

 

情報社会との関わりについて考

えながら，問題の発見・解決に

向けて主体的に情報と情報技術

を活用し，自ら評価し改善しよ

うとしている。 

評価の割合 ３４％ ３３％ ３３％ 

 

 評価の観点 ①知識・技能 ②思考・判断・表現 
③主体的に学習に 

取り組む態度 

評 

価 

項 

目 

テスト（定期考査や小テスト等） ◎ ○ ○ 

学習活動の観察 ○ ○ ◎ 

ワークシート ◎ ◎ ○ 

課題作品 ◎ ◎ ○ 

 



・観点別評価 ３つの 観点別に各評価項目の達成率でＡ・Ｂ・Ｃを決定する。 

Ａ：十分満足できる    Ｂ：おおむね満足できる   Ｃ：努力を要する 

・評価・評定 観点別評価から総合的に成績（評価・評定）を決定する。 

 

指導計画及び中単元別評価基準 

学

期 
月 単元 学習内容 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

前

期 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オリエンテーション 情報Ⅰの学習につい

て 

   

第１編 情報社会の

問題解決 

第１章 情報とメデ

ィア 

１ 情報の特徴 

 

 

 

 

 

 

２ 情報の表現形式 

 

 

 

 

３ 問題解決（１） 

４ 問題解決（２） 

 

・「情報」がもつ意味や

はたらきについて理解し

ている。 

・一次情報・二次情報と

いった情報の種類につい

て理解している。 

・一次情報を調べたり，

二次情報のクロスチェッ

クを行って情報を検証し

たりするための技能を身

につけている。 

・さまざまなメディアの

特徴を理解している。 

・情報の表現形式を変換

すると失われる情報やつ

け加わる情報があること

について理解している。 

 

・問題解決を行うための

プロセスを理解し，各プ

ロセスに必要な手順や方

法を理解している。 

・問題解決を行うため

に，情報機器を効果的に

活用することができる。 

・「情報」がもつ意味や

はたらきについて考え，

その結果を適切に表現し

ている。 

・情報の価値や信頼性，

情報を検証する方法につ

いて考え，判断し，その

結果を適切に表現してい

る。 

 

 

・情報の適切な表現形式

について考え，判断して

いる。 

・失われる情報とつけ加

わる情報に注意して，情

報の表現形式を適切に変

換して表現している。 

・問題解決のプロセスに

ついて考え，その結果を

適切に表現している。 

・「情報」がもつ意味や

はたらきについて考えよ

うとしている。 

・積極的に情報を検証し

ようとしている。 

 

 

 

 

 

 

・情報の適切な表現形式

について理解しようとし

ている。 

 

 

 

 

・問題解決に情報や情報

機器を適切に活用しよう

としている。 

・自己調整しながら，解

決する過程や解決案をみ

ずから評価し改善しよう

としている。 

・具体的な問題解決の手

順を身につけようとして

いる。 

第２章 情報社会に

おける法とセキュリ

ティ 

 

 

６ 個人情報 

 

 

 

７ 知的財産権 

８ 著作権 

 

 

９ 情報セキュリテ

ィ 

 

10 情報セキュリテ

ィ対策（１）-セキ

・個人情報やプライバシ

ーの保護・活用に関連す

る法律の意義や目的，内

容について理解し，法に

もとづいて情報技術や個

人情報を利活用できる。 

・著作権などの知的財産

権を保護する必要性や，

その法律の目的について

理解し，知的財産権を侵

害せずに情報機器を活用

することができる。 

・情報セキュリティの性

質について理解してい

る。 

 

 

・ユーザ認証やアクセス

制御など，情報セキュリ

ティを確保するために必

・情報を適切に利活用す

るための法律や個人の責

任について考察し，その

結果を適切に表現してい

る。 

 

・著作権などの知的財産

権を保護することの必要

性について考え，判断

し，その結果を適切に表

現している。 

 

・セキュリティを脅かす

問題に対する適切な対策

について考え，判断して

いる。 

 

・セキュリティを確保す

るために，ユーザ認証や

アクセス制御などの必要

・個人情報やプライバシ

ーを適切に扱おうとして

いる。 

 

 

 

・著作権などの知的財産

権を適切に扱い，法律を

守ろうとしている。 

・身近な著作権侵害につ

いて考えようとしてい

る。 

・情報セキュリティを守

るために情報技術を適切

に活用しようとしてい

る。 

 

・自分が使用しているパ

スワードの安全性や管理

方法について改めて見直



６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

ュリティ対策の技術 

11 情報セキュリテ

ィ対策（２）-技術

的な対策 

 

要な知識を身につけてい

る。 

・コンピュータウイルス

などの問題が社会に及ぼ

す影響や対策の重要性に

ついて理解し，実際に対

策を行うことができる。 

性について考え，判断し

ている。 

・コンピュータウイルス

などの問題への対策につ

いて考え，判断してい

る。 

し，考えようとしてい

る。 

・情報セキュリティを守

るために情報技術を適切

に活用しようとしてい

る。 

 

前期 単元テスト 

○第２編 コミュニ

ケーションと情報デ

ザイン 

第１章 情報のデジ

タル表現 

17 デジタル情報の

特徴 

 

 

 

18 デジタル情報の

表し方（１）-数値 

 

 

 

 

19 デジタル情報の

表し方（２）-単位

・文字 

20 デジタル表現（

１）-音・映像 

21 デジタル表現（

２）-解像度・色の

表現 

 

22 デジタル表現（

３）-ＣＧ・動画 

 

 

 

23 データの圧縮 

・アナログ情報とデジ
タル情報のちがいや，
デジタル情報の特徴に
ついて理解している。 
 
 
 
・ビット，バイトの概
念や，デジタル情報の
量の単位について理解
している。 
・2進法・10進法・16
進法の変換のしかたに
ついて理解し，実際に
変換を行うことができ
る。 
 
・文字コードのしくみ
について理解し，文字
を文字コードを使って
表すことができる。 
・音，画像のデジタル
化のしくみについて理
解している。 
 
・画像の解像度や階調
について理解してい
る。 
・解像度や階調を意識
して画像を加工するこ
とができる。 
・動画が動いて見える
しくみを理解してい
る。 
・フレームレートから
動画に必要な静止画の
枚数を計算することが
できる。 
・データ圧縮のしくみ
や利点について理解し
ている。 
・音声，静止画像，動
画データの種類や特徴
を理解している。 
・データを圧縮・展開
したり，静止画像や動
画のファイル形式を変
換したりすることがで
きる。 
 
 

・アナログ情報とデジ
タル情報のちがいにつ
いて考え，適切に判断
している。 
 
 
 
・2進法・10進法・16
進法の数の変換の方法
について考え，その結
果を適切に表現してい
る。 
・限られたビット数で
数値を表現する方法に
ついて考え，その結果
を適切に表現してい
る。 
・文字を文字コードで
表現する方法について
考え，その結果を適切
に表現している。 
・音，画像をデジタル
化する方法について考
え，その結果を適切に
表現している。 
・解像度や階調による
画像のちがいを判断で
きる。 
 
 
 
 
 
 
・動画をデジタル化す
る方法について考え，
その結果を適切に表現
している。 
・データ圧縮のしくみ
について考え，その結
果を適切に表現してい
る。 

・アナログ情報とデジ
タル情報のちがいや特
徴について理解しよう
としている。 
・デジタル情報や情報
技術を活用しようとし
ている。 
・デジタル情報の表し
方について理解し，活
用しようとしている。 
 
 
 
 
 
 
 
・デジタル情報の表し
方について理解し，活
用しようとしている。 
 
・デジタル情報の表し
方について理解し，活
用しようとしている。 
 
・デジタル情報の表し
方について理解し，活
用しようとしている。 
 
 
 
 
 
 
・デジタル情報の表し
方について理解し，活
用しようとしている。 
 
・データ圧縮のしくみ
について理解し，活用
しようとしている。 



第２章 コミュニケ

ーション手段の発展

と特徴 

24 コミュニケーシ

ョン手段の発達 

 

 

 

 

 

25 情報の発信とメ

ディアの性質 

・情報通信技術の進展
がコミュニケーション
手段を変化させてきた
ことを理解している。 
・マスコミュニケーシ
ョンの進展について理
解している。 
 
 
 
・情報伝達のメディア
の性質を理解してい
る。 
・情報発信の目的に応
じて適切なメディアで
発信することができ
る。 

・情報通信技術の進展
がコミュニケーション
手段を変化させてきた
ことについて考え，そ
の結果を適切に表現し
ている。 
・マスコミュニケーシ
ョンの進展による情報
発信の変化について考
えている。 
・情報発信の目的や受
け手に応じて情報伝達
のメディアを適切に選
択している。 

・コミュニケーション
の手段として通信が発
達してきた歴史を知ろ
うとしている。 
・マスコミュニケーシ
ョンの進展について知
ろうとしている。 
 
 
 
・情報を適切な方法で
発信しようとしてい
る。 

第３章 情報デザイ

ン 

26 情報を表現する

方法 

・伝えたい情報をわか
りやすく表現するため
に必要な知識を身につ
け，実際に表現するこ
とができる。 

・コミュニケーション
の目的や受け手の状況
に応じて，情報をどの
ように活用・表現すれ
ばよいか考え，その結
果を適切に表現してい
る。 

・コンピュータを活用
して情報を受け手にわ
かりやすく表現しよう
としている。 

前期期末考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学

期 
月 単元 学習内容 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

後

期 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

11 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 情報デザ

イン 

 

 

27 効率的なデザ

イン 

・ユーザインタフェース，

ユーザビリティとアクセ

シビリティ，バリアフリー

とユニバーサルデザイン

についての知識を身につ

け，それらの必要性や重要

性，社会にはたしている役

割を理解している。 

・人にとって利用しやす

いユーザインタフェース

とはどのようなものか考

え，その結果を適切に表

現している。 

・バリアフリーやユニバ

ーサルデザインの必要性

について考え，その結果

を適切に表現している。 

・人にとって利用しやす

いユーザインタフェース

について考えようとして

いる。 

・バリアフリーやユニバ

ーサルデザインが社会の

中ではたしている役割を

知ろうとしている。 

第３編 コンピュ

ータとプログラミ

ング 

第１章 コンピュ

ータのしくみ 

30 ハードウェア 

 

 

 

 

 

 

31 ソフトウェア 

 

 

 

 

 

32 コンピュータで

の数値の内部表現 

・コンピュータの基本的

な構成について理解し，基

本的な操作ができる技能

を身につけている。 

・コンピュータ本体のは

たらきや補助記憶装置の

種類や特徴などについて

理解している。 

・USB メモリなどの補助

記憶装置を適切に利用す

ることができる。 

・OS の役割やアプリケー

ションプログラムとのち

がいについて理解してい

る。 

・ファイルやフォルダを

適切に扱うことができる。 

 

 

 

・コンピュータの内部に

おける数の表現方法につ

いて理解している。 

・コンピュータの中のCPU

やメモリ，補助記憶装置

の役割について考えてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・ソフトウェアのはたら

きについて考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

・コンピュータの内部で

は，表現できる数に限界

があることを理解して判

断している。 

・コンピュータのしくみ

を知り，活用しようとし

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・OSやアプリケーション

などのソフトウェアを活

用しようとしている。 

 

 

 

 

 

 

・コンピュータの内部に

おける数の表現方法につ

いて知ろうとしている。 

 

第２章 プログラミ

ング 

33 アルゴリズム 

 

 

 

 

34 プログラミング

（１） 

 

35 プログラミング

（２） 

36 プログラミング

（３） 

37 プログラミング

（４） 

 

 

・問題解決の手順・解法を

アルゴリズムを用いて表

現する方法を理解してい

る。 

・アルゴリズムをフロー

チャートなどの図によっ

て表現する技能を身につ

けている。 

・プログラミング言語と

人の話す言語のちがいに

ついて理解している。 

 

 

・コンピュータによる処

理手順の自動実行の有用

性を理解している。 

・プログラムの作成を通

してアルゴリズムやプロ

グラミングの基本を理解

している。 

 

 

 

 

・辞書をひくときのアル

ゴリズムを例に，アルゴ

リズムの効率について考

えている。 

 

 

 

 

・解決したい問題によっ

て適切なプログラミング

言語を選択する必要があ

ることについて考えてい

る。 

・アルゴリズムを適切な

プログラミング言語と適

切な記述で表現してい

る。 

・プログラムの不具合に

対して適切な処理ができ

る。 

 

 

 

 

・アルゴリズムを，こと

ばやフローチャートで表

そうとしている。 

 

 

 

 

 

・プログラミング言語に

ついて学ぼうとしてい

る。 

 

 

・アルゴリズムやプログ

ラミングの基本を身につ

けようとしている。 

・意図しない結果が得ら

れたときに，計算の手順

などに目を向けて改善し

ようとしている。 

 

 

 

 



 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

後期 単元テスト 

第３章 モデル化と

シミュレーション 

 

38 モデル化 

 

 

 

 

39 シミュレーショ

ン 

・モデル化を問題解決に

活用する方法を理解し，そ

のための技能を身につけ

ている。 

・現実の事象などを図・

表・数式などを使って表現

するための技能を身につ

けている。 

・シミュレーションの知

識を身につけ，問題解決に

活用する方法を理解して

いる。 

・表計算ソフトウェアな

どを用いてシミュレーシ

ョンを行うための技能を

身につけている。 

・モデル化のプロセスに

従って，問題を考察し，判

断している。 

・モデル化の結果を評価

し，その結果を適切に表現

している。 

 

 

・問題解決のためのシミ

ュレーションの必要性に

ついて考えている。 

・適切なシミュレーショ

ンの方法について考え，判

断している。 

・シミュレーションの結

果を評価し，その結果を適

切に表現している。 

・現実の事象をモデル化し

問題解決に活用しようと

している。 

・問題の明確化を積極的に

行おうとしている。 

 

 

 

・シミュレーションを問題

解決に活用しようとして

いる。 

・シミュレーションが有効

な場合について考え，活用

しようとしている。 

第４編 情報通信ネ

ットワークとデータ

の活用 

40 コンピュータに

よる通信 

 

41 通信プロトコル 

 

 

 

 

42 パケット通信 

 

43 ＩＰアドレスと

ドメイン名 

 

 

44 ＷＷＷと電子メ

ール 

 

 

 

 

45 情報の暗号化 

 

・LAN と WAN など，コ

ンピュータによる通信や

モバイル通信に関する知

識を身につけている。 

・プロトコルの必要性や，

インターネットのプロト

コルが階層に分けて構成

されていることについて

理解している。 

・身近なプロトコルを例

にあげて説明することが

できる。 

・パケット通信のしくみ

や，その利点と欠点を理解

している。 

・IP アドレス，ドメイン

名，DNS のしくみを理解

している。 

・ドメイン名から IP アド

レス，IPアドレスからドメ

イン名を調べることがで

きる。 

・ウェブページの特徴や

その閲覧のしくみ，URL

の構成や意味について理

解している。 

・電子メールアドレスの

構成や送受信のしくみに

ついて理解し，電子メール

の送受信を行うことがで

きる。 

・通信の秘密を守る必要

性や，暗号のしくみを理解

している。 

・LAN やインターネット

など，コンピュータによる

通信とその利便性につい

て考えている。 

・インターネットのプロ

トコルが 4 階層で構成さ

れていることについて考

え，判断している。 

 

 

 

 

・パケット通信の利点と

欠点について考え，判断し

ている。 

・ドメイン名の階層構造

や DNS の利点について考

えている。 

 

 

 

 

・ハイパーテキストの利

点や URL の構成のしくみ

について考え，その結果を

適切に表現している。 

・電子メールの送受信の

しくみについて考えてい

る。 

 

 

・通信の秘密を守るため

に，どのような場面で暗号

やデジタル署名などの技

術が必要かを考え，判断し

ている。 

・LAN やインターネット

などのコンピュータによ

る通信を効果的に活用し

ようとしている。 

・LAN やインターネット

などのコンピュータによ

る通信を効果的に活用し

ようとしている。 

 

 

 

 

・パケット通信のしくみを

理解しようとしている。 

 

・IP アドレスやドメイン

名のしくみを理解しよう

としている。 

 

 

 

 

・ウェブページを閲覧する

しくみを理解しようとし

ている。 

・電子メールの送受信のし

くみを理解しようとして

いる。 

 

 

 

・暗号やデジタル署名など

を効果的に活用しようと

している。 

 

第３章 データの分

析 

 

 

48 様々なデータ 

 

 

 

 

・データの形式，データの

収集方法，データの種類と

尺度水準について理解し

ている。 

・質的データと量的デー

タのちがいと 4 つの尺度

水準について理解してい

る。 

・データの形式を適切に

判断し，性質や目的によっ

てデータの形式を使い分

けることができる。 

・一次データと二次デー

タのちがいを判断できる。 

・質的データと量的デー

タのちがいを判断できる。 

・データのさまざまな形式

について知ろうとしてい

る。 

・データの収集方法につい

て知ろうとしている。 

・データの種類について理

解しようとしている。 

 



 

49 データの分析

（１） 

 

 

 

 

 

 

 

50 データの分析

（２） 

 

 

 

51データの分析

（３） 

 

・目的に応じたデータの

収集方法を選択している。 

・欠損値，異常値，外れ値

などの扱いについて理解

している。 

・度数分布表とヒストグ

ラム，データの代表値につ

いて，定義や意味を理解し

ている。 

・度数分布表とヒストグ

ラム，データの代表値につ

いて，定義に従った式を表

計算ソフトウェアに入力

し，それらを計算すること

ができる。 

・四分位数と箱ひげ図，分

散と標準偏差について，定

義や意味を理解している。 

・分散と標準偏差につい

て，定義に従った式を表計

算ソフトウェアに入力し，

それらを計算することが

できる。 

・散布図と相関係数につ

いて，定義や意味を理解

し，表計算ソフトウェアに

入力して計算することが

できる。 

・テキストマイニングの

基本的な内容について理

解している。 

 

・データを 4 つの尺度水準

によって分類できる。 

・データを分析する前に，

適切なデータの整理を行

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・目的に応じた分析の方

法を考え，その結果を適切

に表現している。 

 

 

 

 

 

・データの分析によって

得られた結果から，どのよ

うなことがわかるか考え

ている。 

 

・データを整理・分析し，

活用しようとしている。 

・データの分析に，表計算

ソフトウェアなどの情報

機器を活用しようとして

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・データを整理・分析し，

活用しようとしている。 

・データの分析に，表計算

ソフトウェアなどの情報

機器を活用しようとして

いる。 

 

 

・テキストマイニングを活

用しようとしている。 

 

 

 

 

 

後期期末考査 

  第２章 データベ

ース 

46 データベース 

 

 

47 社会における

情報システム 

・データベースの特徴や機

能，管理方法について理解

している。 

 

・データベースを活用した

さまざまな情報システム

について理解している。 

・実際に運用されているデ

ータベースや情報システ

ムの例について，その特徴

や利点を理解している。 

・データベースのはたら

きや必要性について考察

し，その結果を適切に表現

している。 

・情報システムで処理さ

れる情報の流れや利用さ

れている情報について考

えている。 

・情報システムが提供す

るサービスについて，より

よいサービスの使い方を

考えている。 

・データベースの機能やし

くみについて理解しよう

としている。 

 

・身近な情報システムの活

用について考えようとし

ている。 

 


